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東ブータンとは？

• タシガン、タシヤンツェ、ルンツィ、モンガル、ペマガツェル、サムドゥプ・ジョンカの6つの

県（Dzongkhag）から成る。

• ゾンカとは異なるシャショップ（Sharchop）を母語とするシャショッパ（Sharchopa）が主な

民族。 ※ Sharchopはゾンカで東の人という意味。東ブータン人は自分たちの言葉をTshanglaloと言う。

• 織物の産地として有名。

→ルンツィ、タシガンのカリンやラディ。

• タシガン県はインドのアルナーチャル・プラデーシュ州と

境を接し、ブータンの東端に位置する。国境を越えた

人の行き来もある。
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シャショッパとはどんな人々？

• ブムタン以東の東ブータンに暮らすブータン人を主にシャショッパと呼
ぶ。

• シャショップ（Sharchop）を母語とする。

東ブータンでもルンツィの人々はクルテップ、

タシヤンツェの人々はチョチャンガチャという

異なる言語を使うが、彼らもシャショップを話す。

• 家畜を飼い、農業を営む（酒造や飼料に使わ

れるトウモロコシをたくさん栽培している）。
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シャショップという言葉①

• ゾンカ（Dzonagkha）とは異なり、文字を持たない言語。ゾンカとシャショップ
では同じ単語も少々見られるが、会話は成立しない。

• 境を接するインドのアルナーチャル・プラデーシュ州の西カメン県では、日
常会話に困ることはないほど言葉が通じると言われている。

• ブータンには約20の言葉があるとされている。国語のゾンカ以外で、ネパー
ル語を話せると困ることはないと言われるほど、ネパール語を話せるブータ
ン人が多い。次いでシャショップ。全体に占める人口の割合が大きく、ブー
タンのどこへ行っても、耳を澄ますとシャショップが聞こえてくる。

• 初対面のブータン人同士が話すとき、まずはゾンカで。ゾンカを話すとその
人の出身がわかるのだそう。お互いがシャショッパだと分かれば、それから
はシャショップで。
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シャショップという言葉②

• 語順は日本語、ゾンカと同じ。日本語と異なる点は、形容詞が名詞
を後ろから修飾すること。

例） zamin morab … 美しい女性、かわいい女の子

• 動詞は語幹によって6種類(5種類＋例外)の活用形に分けられる。

活用パターン 動詞原型(未来形) 現在形（進行形） 過去形 命令形

①shekpa型 Shekpay shekcha Shekpa Shekcho

②yipha型 Yiphay Yipcha Yipha Yipcho

③jama型 Jamay Jamcha Jama Jamsho

④diba型 Dibay Dicha Diba Disho

⑤zawa型 Zalay Zancha Zawa Zai

例外 : opha型 Ophay Uncha Opha Odo 5



ブータン仏教

• ブータン仏教の主流２派

→ドゥク派（12世紀～）、ニンマ派（8世紀～）

※少数派はサキャ派（パロやブータン北部）やゲルク派（メラ、サクテン）等。

• ドゥク派は西ブータンが中心、ニンマ派は東ブータンが中心。

• ボン教（チベット仏教伝来以前の土着信仰、自然崇拝）
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ブータンにおける土着信仰

• 仏教伝来以前からその土地に宿る神様を崇拝するもの。それらの
神々は山や木や岩など自然物に宿るとされてきた。

→自然信仰、自然崇拝

• 仏教の儀式とは別に、土地の神様を崇める儀式が行われている。

それはプジャのように各家庭で行われるのではなく、地域で皆が集

まって行われ、五穀豊穣や子孫繁栄を願う。

• ブータンには数えられて確認できる範囲で約400もの土地の神がい
るとされている［Karma Ura 2004］。
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女神アマ・ジョモの場合
•東ブータンでよく耳にするアマ・ジョモ。各地で祀られ、儀式が行われ、至る所にアマ・

ジョモの形跡が残る。アマ・ジョモが乗ってきた馬の足跡(写真１)や、アマ・ジョモが休

憩した場所の水が今では聖水(写真２)になっている。

•アマ・ジョモを信仰の対象とする民族ブロッパ（Brokpa）。彼らの祖先はアマ・ジョモと

共にチベットからメラ、サクテンへやって来た。

写真1

写真２ 8



なぜアマ・ジョモなのか？

• アマ・ジョモを信仰の対象とする人々はブロッパ（Brokpa）である。彼

らの祖先はアマ・ジョモと共にメラ、サクテンへやって来た。そのメラ、
サクテン以外の場所にもアマ・ジョモの影響が色濃く残っている点が
興味深い。

• ひとつの村や地域に留まらず、複数の村や地域に影響を及ぼす土
地神は珍しくないが、アマ・ジョモの場合はそれが広範囲に及び、そ
の村や地域によってストーリーに独自性が見られる。
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調査方法

• 文字を持たないシャショッパ世界で土地の神様として信仰の対象と
されてきたアマ・ジョモ。祖先がチベットからやって来たとされるメラ、
サクテンのブロッパ以外の人々（シャショッパ）の信仰の対象ともなっ
てきた。

→代々親から子、子から孫へと語り継がれてきたアマ・ジョモストー

リーの収集。紙に書いてもらうアンケート方式ではなく、直接会っ

て話してもらうインタビュー方式。

• 伝承ではなく形として残るアマ・ジョモ信仰の確認。

→地域レベルで行われる儀式への参加。
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調査地：ラディ

人口 ・・・ 5540

世帯 ・・・ 760

地区 ・・・ 5（Radhi, Pakaling, 

Kadam, Tokshimang, Tonglingpam）

村 ・・・ 17

言語 ・・・ Tshangla, Khengkha, Bramikha

標高 ・・・ 1070 ‐ 2800m

寺 ・・・ 8

（Gewog Administration, Radhi, 2012）
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ラディラカンの“ゲンカン（gengkhang）”①

• 土地の神様を祀る部屋

は女人禁制。

• 通常ゲンカンはラカンに

併設する。ラカンと同じ

建物の中にある場合と、

ラカンとは別の建物で

ゲンカンだけ独立してい

る場合がある。

ラカン

ゲンカン
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•ラディにはアマ・ジョモの影響が比較的色濃く残っている。

•ラディラカンのゲンカン（土地の神様を祀るところ、女人禁制）にはアマ・

ジョモが大きく描かれている。

•中央のアマ・ジョモを囲むようにして、

メメ・ラランの裏にある山の神

ツォンツォン・マや、アマ・ジョモ

の弟あるいは夫とされている

メメ・ダンリンが描かれている。

ラディラカンの“ゲンカン（gengkhang）” ②
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ラディのアマ・ジョモ信仰に見られる特徴

• ラディで収集したアマ・ジョモストーリーの中には、様々な地名が登
場する。ブッダガヤ、サムドゥプ・ジョンカなど…

• ラディラカンのゲンカンには、アマ・ジョモを中央に、その隣にラディ
の山の神様が描かれている。

アマ・ジョモ信仰がラディの地域の中に溶け込み、それと融合し、今に

受け継がれている。それを今に伝える主な手段は“伝承”。
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調査地：カリン

人口 ・・・ 5486 （male:2800, female:2686）

世帯 ・・・ 574

地区 ・・・ 6

村 ・・・ 18

標高（標準） ・・・ 2300m 

（Gawog Administration, Khaling, 2012） 15



カリンのボカラカン

• ジョモ・セカ、2015年5月31日（ブータン暦4月14日）に僧侶ではなくメ
メ・ダンリンの直系の子孫と言われているメメ・ドルジによって執り行
われた。

• Bremang地区のBokha Lhakhangにはジョモ・セカで使うアマ・ジョモと
メメ・ダンリンの衣服や道具など一式が保管されている。

• ゲンカンにはアマ・ジョモとメメ・ダンリンが祀られている。
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ダンリン・セカ

• 2015年6月7日（ブータン暦4月20日）

• 毎年ジョモ・セカがボカラカンで行われた7日後、ダンリンツォでダンリン・セカが

行われる。

• ダンリン・セカを行うため、前日にはタシガンゾンから僧侶（占星術師）3人がカリ

ン入りし、翌日に備える。

• 豚肉、にんにく、玉ねぎ、たまごなどを食べるとダンリンが怒るので、ダンリン・セ

カへ参拝へ行く人は前日からこれらのものを口にしない。

• 毎年ダンリン・セカの翌日からダンリンツォは立ち入り禁止になる。

※翌日からではなく、11月から2月までの冬の間という人もいる。
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カリンのアマ・ジョモ信仰に見られる特徴

• ラディでは“伝承”がアマ・ジョモ信仰を今に伝える主な手段であった
のに対して、カリンではジョモ・セカやダンリン・セカなどの儀式を行う

という“実践”が、信仰を伝える手段となっている。

• メメ・ダンリンの直系の子孫が存在するなど、“伝説”に留まらない。

• メラ、サクテン以外の地域の中では、村をあげて儀式などを行うカリ

ンのアマ・ジョモ信仰が一番強いようである。
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アマ・ジョモの影響範囲
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• メラ、サクテン、ラディ、カリン、ショ
ンプーは伝承や儀式への参加な
どを通して確認済み。すべてタシ
ガン県内。

• バルツァム、カンパラにもアマ・
ジョモ信仰があると聞く（その地域
の人から直接）が、その形跡や儀
式などは未確認。

• タシガン県外では、ウズロン（タシ
ガン）と境を接するモンガルのチャ
スカル。この地域の人々がカリン
のダンリン・セカに参加していた。

ラディ

ションプー メラ

サクテン

カリン

バルツァム

カンパラ

チャスカル



まとめ

• アマ・ジョモの力の強さ

→昔からの土地神が後から来たアマ・ジョモと戦う、あるいは手を組むとい

うストーリーが多く残されている。

→儀式を怠ると災いが降りかかる。

• 仏教伝来以前から根付いていた土着信仰は、仏教伝来以降その守護神と
しての役割も担ってきた。

• アマ・ジョモを信仰の対象としているのはブロッパだけではない。その信仰
はほぼタシガン中に広まっている、あるいはタシガン内に留まらない。

→ストーリーはバラエティーに富み、メラ、サクテン以外でも土着化している。

• アマ・ジョモについて詳しいのはやはり年配世代（英語はもちろん、ゾンカも
知らない、話せない場合が多い）。

→彼ら自身の言葉（Sharchop）でストーリーを残したい。 20


